
  

ダイバーシティを通じ、活躍したいと願う従業員
がスムーズに働ける環境・仕組み・きっかけを
生み出すことで、お客様へ新たな価値を届ける
活動を積極的に推進しています。

毎年、スーパーやショッピングセンターなど、いたるところで車内放置に
よる事故が発生しています。当社では、そのような痛ましい事故をなくし、

「子どもの命を守りたい」という強い想いで、車内放置撲滅に取り組ん
でいます。

少子高齢化や労働力不足が進む現代社会では、子育て・
介護と仕事の両立への対応が必要不可欠となっており、私
たちの業界においてもイノベーションを起こすことができる
かどうかが真に試される時期に突入しています。男性中心
であった業界の特性から、まずは女性の活躍を推進するこ
とで、社会的責務を果たすとともに、多様なステークホル
ダーのニーズにお応えし、企業力向上につなげていきたい
と考えています。

マルハンイズムの行動指針のひとつである「1＋1 は
3 以上」。私たちは常に相手を思いやり、理解すること
で信頼関係を高めます。そして「自立した個人」が相
互に協力することで、相乗効果を発揮する真のチーム
ワークを実現します。個人個人も自立による相乗効果
でヨロコビあふれる人生を送るとともに、チームとして
もより相乗効果をもたらすことが、我々が目指す働き方
改革の実現した姿です。

『子どもの命を守りたい』

全国の各ダイバーシティ推進チームが成果報告会にて、
１年間の活動を報告し、その成果を称賛し合います。併せ
て働き方改革に取り組む店舗のさまざまな施策も共有して
います。

ダイバーシティ店舗（女性社員 40％以上かつ女性役職者 2 名以上）

女性社員の可能性に着目し、女性社員比率の高い店舗を意図的に
作っています。これまでにない新たな提供価値を創造することを目
的として、現在は茨島店・袖師店・昭島店・寒河江店・梅田店の
5 店舗で展開しています。

ダイバーシティフォーラム
さまざまなテーマから今後のダイバーシティにつ
いて考え、討論する場です。全国から幹部社員
をはじめとする代表者約 500 名が参加し未来の
マルハンを描いています。
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３つの指針

ダイバーシティ車内放置撲滅

駐車場巡回の際は、①車内確認用の懐中電灯 ②救
出用のハンマー ③ガラス飛散防止用のガムテープ 
④緊急連絡用の無線機・携帯電話を常備し、車 1 台
1 台をくまなく確認しています。

入り口でのポスター掲示

パチンコ業界が作成した「子どもの車内放置防止対策マニュアル」
をベースに当社独自のマニュアルを作成しています。

車内放置撲滅に向けた当社の取り組み例
駐車場巡回（1 年を通じて開店から閉店まで）

店舗入り口や駐車場内にポスターを掲示

定期的な店内アナウンス

折り込みチラシでの注意喚起

独自のマニュアルを作成し、
全従業員へ防止施策の周知・徹底

当社の車内放置の取り組みがテレビで
紹介されました。今後も事故の撲滅を
目指し、車内放置の危険性を伝え続け
てまいります。

テレビでも
紹介されました !

昨年の夏、自店舗の駐車場にて 2 歳くらいのお子様がエア
コンの停止した車内に放置されていたことがありました。早
期発見できたこともあり大きな事故にはなりませんでしたが、
事故はいつでも起こり得るということを身を持って体感しまし
た。何よりも大切なものは「尊い命」です。悲しい事故をな
くすためには、1 人でも多くの方に事故の危険性を認識して
いただくことが重要です。そのためにも「子どもの命は私た
ちが守る」という想いを強く持って、これからも取り組みを継
続していきます。

子どもの命は私たちが守る

マルハン八千代緑ヶ丘店
片山 晴久店長

目標の設定

5.0%

2017 年度の未然防止案件
（従業員の巡回で発見し救出できた案件）

トータル件数

81件 そのうち
エアコンが停止している

などの危険な案件

約30件
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